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(百万円未満切捨て)

１．2023年３月期第３四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 29,091 4.4 1,475 △20.4 1,657 △22.3 1,142 △32.2

2022年３月期第３四半期 27,861 24.5 1,853 △24.1 2,132 △13.2 1,685 △17.9
(注) 包括利益 2023年３月期第３四半期 2,641百万円( 5.8％) 2022年３月期第３四半期 2,497百万円( 30.7％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第３四半期 138.29 －

2022年３月期第３四半期 204.48 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 46,872 30,399 64.9

2022年３月期 45,582 28,348 62.2
(参考) 自己資本 2023年３月期第３四半期 30,399百万円 2022年３月期 28,348百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 0.00 － 75.00 75.00

2023年３月期 － 0.00 －

2023年３月期(予想) 85.00 85.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 38,500 △0.4 2,000 △10.3 2,100 △23.5 1,300 △36.3 157.39
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

(注）詳細は、添付資料８ページ「四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期３Ｑ 8,300,000株 2022年３月期 8,300,000株

② 期末自己株式数 2023年３月期３Ｑ 33,447株 2022年３月期 48,847株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期３Ｑ 8,259,497株 2022年３月期３Ｑ 8,244,204株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ
「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における経済情勢は、行動制限緩和によるコロナ禍からの持ち直しの動きが見られた

ものの、ウクライナ情勢の悪化・長期化に伴う資源価格の高騰など世界的な物価上昇の深刻化や海外主要国での金

融引き締めによる景気減速にくわえ、中国でのコロナ政策転換に伴う感染急拡大の影響が懸念されるなど、先行き

不透明かつ厳しい状況にありました。

このような状況のもと、当社グループは、原材料価格上昇に応じた適切な価格転嫁やコスト削減施策による収益

性の改善に注力するとともに、液晶ディスプレイ分野をはじめとする既存事業領域における収益基盤の維持・拡大

を図っております。また、持続的成長と企業価値向上を果たすために、自動車、情報・電子など成長分野での新た

な事業機会の創出による成長基盤の構築、医療ヘルスケア・環境・エネルギー分野での研究機関やスタートアップ

企業との連携による社会課題解決を志向した新規事業開発体制の確立に取り組んでおります。

当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、液晶ディスプレイ関連分野での急激な生産調整の影響を受け

てケミカルズの販売が落ち込みましたが、価格改定の効果や円安に伴う中国子会社売上高の為替換算額の増加など

により、売上高は290億91百万円（前年同期比4.4％増）となりました。

利益面では、原材料価格の上昇に対する価格転嫁やコスト削減を進めたものの、ケミカルズの販売数量の減少に

伴う減益をカバーするには至らず、営業利益は14億75百万円（前年同期比20.4％減）、経常利益は16億57百万円

（前年同期比22.3％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は11億42百万円（前年同期比32.2％減）となりまし

た。

セグメントの状況は、以下のとおりです。

＜ケミカルズ＞

ケミカルズについては、売上高は265億92百万円（前年同期比7.7％増）となりました。製品別の状況は、以下の

とおりです。

粘着剤関連製品は、液晶ディスプレイ関連用途向けの販売数量が生産調整の影響を受けて減少しましたが、価格

改定の効果などにより、売上高は168億94百万円（前年同期比6.2％増）となりました。

微粉体製品は、中国市場での光拡散用途の在庫調整の長期化や電子部品関連用途の需要低迷の影響を受けて販売

数量が減少したことなどにより、売上高は19億57百万円（前年同期比13.2％減）となりました。

特殊機能材製品は、中国市場でのスマートフォンの市況悪化などによる影響を受けて電子材料用途向けの販売数

量が減少したことなどにより、売上高は22億90百万円（前年同期比7.3％減）となりました。

加工製品は、中国市場を中心に機能性粘着テープの販売が自動車内装部材や情報電子機器用途向けで増加したこ

となどにより、売上高は54億49百万円（前年同期比34.4％増）となりました。

＜装置システム＞

装置システムについては、国内設備投資が堅調に推移するなか、前期を上回る受注残高を確保しておりますが、

設備関連の工事完成高が前年同期に比べ減少し、売上高は24億99百万円（前年同期比21.3％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末（以下「当期末」という。）の総資産は、前連結会計年度末（以下「前期末」とい

う。）に比べて12億89百万円増加し、468億72百万円となりました。

流動資産は、受取手形、売掛金及び契約資産、棚卸資産が増加したものの、現金及び預金、電子記録債権、有価

証券が減少したことなどにより、前期末に比べ4億43百万円減少し、274億30百万円となりました。

固定資産は、有形固定資産が増加したことなどにより、前期末に比べ17億33百万円増加し、194億41百万円とな

りました。

一方、負債については短期借入金、長期借入金が増加したものの、支払手形及び買掛金が減少したことなどによ

り、前期末に比べ7億61百万円減少し、164億73百万円となりました。

当期末における純資産は、利益剰余金、為替換算調整勘定が増加したことなどにより、前期末に比べ20億51百万

円増加し、303億99百万円となりました。

この結果、自己資本比率は前期末62.2％から2.7ポイント増加し64.9％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年３月期の業績予想につきましては、本日発表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,203,486 7,013,729

受取手形、売掛金及び契約資産 8,026,469 8,395,288

電子記録債権 2,410,428 2,300,705

有価証券 4,000,000 3,000,000

商品及び製品 4,271,337 4,434,489

仕掛品 47,115 184,972

原材料及び貯蔵品 1,338,082 1,574,984

その他 588,588 539,298

貸倒引当金 △11,625 △13,068

流動資産合計 27,873,883 27,430,401

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 16,231,963 16,793,338

減価償却累計額 △9,137,730 △9,809,237

建物及び構築物（純額） 7,094,232 6,984,100

機械装置及び運搬具 20,269,712 21,173,545

減価償却累計額 △16,222,652 △17,022,954

機械装置及び運搬具（純額） 4,047,060 4,150,590

土地 1,347,465 1,431,560

使用権資産 735,187 823,336

減価償却累計額 △186,967 △229,769

使用権資産（純額） 548,219 593,566

建設仮勘定 2,266,078 3,844,731

その他 3,302,832 3,558,278

減価償却累計額 △2,470,111 △2,606,236

その他（純額） 832,720 952,042

有形固定資産合計 16,135,776 17,956,591

無形固定資産

その他 328,701 234,922

無形固定資産合計 328,701 234,922

投資その他の資産

投資有価証券 63,469 70,424

繰延税金資産 1,008,751 1,017,405

その他 290,106 279,822

貸倒引当金 △118,110 △117,210

投資その他の資産合計 1,244,217 1,250,442

固定資産合計 17,708,695 19,441,955

資産合計 45,582,578 46,872,356
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,146,311 6,346,735

電子記録債務 740,510 742,672

短期借入金 1,092,618 1,452,396

1年内返済予定の長期借入金 90,250 355,075

未払法人税等 328,080 205,637

賞与引当金 654,290 298,459

役員賞与引当金 63,000 37,500

完成工事補償引当金 8,500 3,700

工事損失引当金 0 1

その他 1,785,843 2,083,066

流動負債合計 12,909,404 11,525,244

固定負債

長期借入金 2,440,126 3,062,782

退職給付に係る負債 1,802,523 1,759,349

資産除去債務 46,647 46,721

その他 35,606 78,948

固定負債合計 4,324,902 4,947,803

負債合計 17,234,307 16,473,047

純資産の部

株主資本

資本金 3,361,563 3,361,563

資本剰余金 3,402,662 3,412,273

利益剰余金 19,697,641 20,221,026

自己株式 △58,455 △40,038

株主資本合計 26,403,411 26,954,824

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,586 8,693

為替換算調整勘定 1,909,685 3,392,245

退職給付に係る調整累計額 31,588 43,545

その他の包括利益累計額合計 1,944,859 3,444,484

純資産合計 28,348,270 30,399,309

負債純資産合計 45,582,578 46,872,356
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

売上高 27,861,411 29,091,534

売上原価 20,233,014 21,360,492

売上総利益 7,628,397 7,731,042

販売費及び一般管理費 5,774,554 6,255,913

営業利益 1,853,842 1,475,128

営業外収益

受取利息及び配当金 33,168 25,583

為替差益 219,291 125,575

補助金収入 48,228 41,381

雑収入 43,140 43,076

営業外収益合計 343,829 235,617

営業外費用

支払利息 37,102 23,124

支払手数料 5,232 23,985

雑損失 22,490 6,537

営業外費用合計 64,825 53,647

経常利益 2,132,846 1,657,098

特別利益

固定資産売却益 16 5,664

投資有価証券売却益 64,899 －

補助金収入 － 74,870

特別利益合計 64,915 80,534

特別損失

固定資産除売却損 22,897 134,509

固定資産圧縮損 － 74,870

投資有価証券売却損 8,753 －

投資有価証券評価損 － 28,152

特別損失合計 31,651 237,532

税金等調整前四半期純利益 2,166,110 1,500,100

法人税等 480,317 357,878

四半期純利益 1,685,793 1,142,221

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,685,793 1,142,221
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

四半期純利益 1,685,793 1,142,221

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △59,458 5,107

為替換算調整勘定 858,169 1,482,560

退職給付に係る調整額 12,687 11,957

その他の包括利益合計 811,398 1,499,625

四半期包括利益 2,497,192 2,641,847

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,497,192 2,641,847
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定会

計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に

定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用するこ

ととしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２ケミカルズ 装置システム 計

売上高

外部顧客への売上高 24,685,309 3,176,102 27,861,411 － 27,861,411

セグメント間の
内部売上高又は振替高

284 209,472 209,757 △209,757 －

計 24,685,594 3,385,574 28,071,169 △209,757 27,861,411

セグメント利益 1,538,824 340,230 1,879,054 △25,212 1,853,842

(注)１．セグメント利益の調整額△25,212千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２ケミカルズ 装置システム 計

売上高

外部顧客への売上高 26,592,148 2,499,386 29,091,534 － 29,091,534

セグメント間の
内部売上高又は振替高

254 11,910 12,164 △12,164 －

計 26,592,402 2,511,296 29,103,699 △12,164 29,091,534

セグメント利益 1,331,322 134,110 1,465,433 9,695 1,475,128

(注)１．セグメント利益の調整額9,695千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　


